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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成26年６月27日に提出いたしました第76期（自平成25年４月１日　至平成26年３月31日）の有価証券報告書の記載

事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）財政状態の分析

（固定資産）

第３　設備の状況

２　主要な設備の状況

(2）在外子会社

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】
 

第２【事業の状況】
 

７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態の分析

（固定資産）

　　（訂正前）

当連結会計年度末における固定資産の残高は、31,606百万円（前連結会計年度末は26,473百万円）となり、

5,132百万円増加いたしました。その主な要因は、有形固定資産が増加したことによるものであります。

　　（訂正後）

当連結会計年度末における固定資産の残高は、31,606百万円（前連結会計年度末は26,473百万円）となり、

5,133百万円増加いたしました。その主な要因は、有形固定資産が増加したことによるものであります。

第３【設備の状況】
 

２【主要な設備の状況】

(2) 在外子会社

　　（訂正前）

会社名
事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の
内容

帳簿価額(百万円)
従業
員数
(名)建物

及び構築物
機械装置
及び運搬具

土地
(面積千㎡)

リース資産 その他 合計

中山富拉司

特工業有限

公司

本社・工場

(中国広東

省)

中国

安全部品

及び樹脂

部品生産

設備

2,021 1,366
－

[101]
－ 664 4,591 504

武漢富拉司

特汽車零部

件有限公司

本社・工場

(中国湖北

省)

中国

安全部品

及び樹脂

部品生産

設備

1,084 909
－

[48]
－ 290 2,481 504

　（注） ＜省略＞

 

　　（訂正後）

会社名
事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の
内容

帳簿価額(百万円)
従業
員数
(名)建物

及び構築物
機械装置
及び運搬具

土地
(面積千㎡)

リース資産 その他 合計

中山富拉司

特工業有限

公司

本社・工場

(中国広東

省)

中国

安全部品

及び樹脂

部品生産

設備

2,021 1,366
－

[101]
－ 664 4,052 504

武漢富拉司

特汽車零部

件有限公司

本社・工場

(中国湖北

省)

中国

安全部品

及び樹脂

部品生産

設備

1,084 909
－

[48]
－ 290 2,284 504

　（注） ＜省略＞
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